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　国際復興支援プラットフォーム(IRP)ならびにアジア防災セ
ンター(ADRC)は、2015年8月19日～21日に、フィリピン・パシ
ッグ市で開催された「災害リスク軽減及び気候変動適応を政
策立案・計画策定に向けて推進するワークショップ」へIRP復
興専門官のジェラルド・ポトゥタン氏をプレゼンターとして派
遣し、その開催を支援しました。

For more information visit our website: http://www.recoveryplatform.org

　IRPは、そうした優先行動について、さらなる理解を推進す
るため、世界における実践事例の中でも、特に、次の観点の
事例を重点的に提供しました。

「災害リスク軽減及び気候変動適応を政策立案・計画策定
に向けて推進するワークショップ」への参加、支援

　フィリピン政府高官や現地NGOの代表など25名が参加し、
第３回国連防災世界会議で採択された「仙台防災枠組
(SFDRR)」を踏まえて、世界的にこれに沿った活動がどの程度
なされているのか、その進捗度合いを評価する指標を検討す
る機会となりました。

2015年8月19～21日（フィリピン・マニラ）

　このワークショップは、フィリピンの「国家災害リスク軽減管
理評議会」が率先し、ADRCと同じくIRPの構成団体の一つで
ある国連国際防災戦略事務局(UNISDR)の国際防災教育研修
所(GETI)の支援を受けて開催されました。

(a)災害リスク管理のための政策および実践（脆弱性、対応
能力、災害の危険にさらされている人口・資産、災害の特徴、
環境優先度のあらゆる側面から）

　また、フィリピン政府にとっては、原稿の「国家防災枠組（
2011-2028年計画）」を「仙台防災枠組」の優先行動に沿った形
に見直すための絶好の機会ともなりました。

(b)国家、地域、地球規模
レベルにおける「災害リ
スクガバナンス」
(c)災害リスク防止・軽減
に対する官民共同出資：

経済的、社会的、保健的、文
化的な強靭性を高めるため
の構造的・非構造的な施策

(a)「国家災害リスク軽減管理評議会」から「仙台防災枠組」
を踏まえた活動の進捗度合いを評価する指標の開発過程
に対する提言

　現行の指標は、政策や法的枠組の評価に重点を置いて
いると認められ、それゆえ、「仙台防災枠組」の４つの優先
行動に沿った既存のプログラム、スキーム、活動を捉え得る
指標とすることが勧告されました。さらに、参加者からは、「
より良い復興（ビルド・バック・ベター）」に対するプログラム
、財政的支援や活動などを現行の「国家防災枠組（2011－
2028年計画）」に組み入れることが提案されました。

(b)原稿の「国家防災枠組（2011-2028年計画）」を「仙台防
災枠組」の優先行動に沿った形にするための国家災害リス
ク軽減管理評議会」の行動計画
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(d)効果的な応急対応に向け
た備えの強化と「より良い復
興（ビルド・バック・ベター）」

　このワークショップの成果として、次の２点が挙げられ
ました。
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　2015年8月26日、HAT神戸に立地する
防災関連機関等をメンバーとする国際・
防災人道支援協議会の代表者会議が開
催されました。

　IRPは2005年の設立以来、国連機関と連携しつつ、日本政府
、兵庫県、アジア防災センターの全面的な支援のもと、必要な
国際的枠組みの構築、復興支援ツールの開発等、様々な活動
を展開してきました。IRPは、復興に関する優良事例や経験、教
訓など、災害後の復興に必要となる知識の集約・情報発信を
行い、2015年に設立10年を迎えました。

～IRP関係者の間で展開された活発な議論と熱い期待～

　開催期間中の議論としては、これまでIRP関係者およびオブ
ザーバーがいかに連携しながら事業を展開してきたかにつ
いて参加者の間で確認しました。

2015年8月6～7日（東京）

　今回の「IRP Retreat」を通して、IRP事業に対してより大
きな期待が寄せられる機会となりました。

兵庫で開催された国際防災・人道
支援協議会（DRA）代表者会議

2015年8月26日、神戸、日本 

　2015年の夏、「IRP Retreat」がIRP議長機関である内閣府の
ご協力により10年ぶりに2015年8月6～7日、東京で開催され
ました。30人を超えるIRP関係者やオブザーバーが参加し、
2015年から2020年までのIRPフレームワークについて議論し
ました。

International Federation 
of Red Cross and 
Red Crescent Societies

　メンバー18機関の代表者およびオブザーバー機関が出
席し、各機関の2014年度の事業報告、今年度の事業計画
についての情報交換や意見交換が行われました。

 

　この件についての問合せは、河内（
kouchi@recoveryplatform.org）までお願いします。

「IRP Retreat」が開催

　構成機関の一つでもあるIRPからは「IRP国際復興フォー
ラム2016」、人材育成事業「IRP復興ワークショップ」、災害
復興事例の収集・発信などについて報告しました。

IRP 関連予定イベント

また、今後のIRPの多様かつ活動的な可能性について、多
くの国々やパートナーの間でこれまで以上に参画が必要
だということが再認識されました。

～IRPがDRAメンバーとして列席・参加～


